
 

感対第３１９－０２号 

令和６年７月３１日 

 

 県内医療機関 管理者 様 

 

埼玉県知事   大野 元裕（公印省略） 

 

今夏の新型コロナウイルス感染症の感染拡大に備えた 

外来医療体制の確保について（依頼） 

 

日頃、本県の保健医療行政の推進につきまして、格別の御理解、御協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

さて、令和２年から猛威を振るった新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」と

いう。）については、診療・検査医療機関をはじめとする多くの医療機関において、感染症

患者を受入れていただき、本県医療提供体制の確保に御尽力をいただきました。改めてお

礼申し上げます。 

さて、新型コロナにつきましては、令和５年５月８日から感染症法上の位置づけが５類

感染症に変更され、本年４月からは、幅広い医療機関による自律的な通常の対応に完全に

移行したところでございます。 

一方、ウイルスそのものがなくなったわけではございません。本県における７月１５日

の週の定点報告は「１２．４４」と、１１週連続で増加傾向にあり、依然として私たちの

生活に大きな影響を及ぼす存在となっております。 

つきましては、今後のさらなる感染拡大に備えるべく、下記のとおり外来医療体制の確

保等について御協力をお願いいたします。 

 

記 

 

１．外来医療体制の確保について 

○ 本年４月からの自律的な通常の対応への移行を踏まえた、幅広い医療機関による対

応をお願いしたいと考えております。 

 

○ 貴院においても、今夏に想定される感染拡大に備え、新型コロナの診療に対応でき

るよう、発熱等の症状を有する患者を受け入れるための適切な準備をお願いいたしま

す。 

 

○ 診療が困難な場合には、対応可能な医療機関に対応を依頼することや、患者に対し

て対応可能な医療機関をお伝えするなどの御対応をお願いいたします。 

 本県では、お盆期間（令和６年８月９日（金）～８月１８日（日））に発熱患者等の

診療を行う医療機関につきまして県ホームページで公開させていただく予定ですので

御活用ください（*）。 



 

 

(*) 「医療機関の受診について（８月８日（木）公開予定）」 

    https://www.pref.saitama.lg.jp/a0710/hpsearch.html 

 

 

２．第二種協定指定医療機関について 

○ 感染症法に基づき第二種協定指定医療機関（発熱外来を行うもの）の指定を受けて

いる医療機関につきましては、同指定が診療報酬における外来感染対策向上加算等の

施設基準（*）の一つとされていることも踏まえ、上記１の外来医療体制の確保につい

て積極的に御協力くださいますよう御高配をお願いいたします。 

 

(*) 外来感染対策向上加算等の施設基準（一部抜粋） 

「当該保険医療機関の外来において、受診歴の有無に関わらず、発熱その他感染症を疑わせる

ような症状を呈する患者の受入れを行う旨を公表し、受入れを行うために必要な感染防止対策

として、空間的・時間的分離により発熱患者等の動線を分ける等の対応を行う体制を有してい

ること。」 

 

３．医療機関等情報支援システム（G-MIS）の入力について【診療・検査医療機関の指定を

受けていた医療機関向け】 

○ 国からは、コロナ禍において実施したG-MISの週次調査（外来ひっ迫度調査）につい

て、現在でもシステム利用が可能な旨案内がございました。 

 

○ 医療機関により、G-MISを通じて外来ひっ迫の状況（週次調査）を御報告いただくこ

とにより、県では、新型コロナによる外来のひっ迫状況をより正確に把握することが

可能となっております。 

 

○ 今夏のような感染拡大局面においては、全県での外来ひっ迫に対する状況の共有が

重要であり、また、正確な状況把握は、県民への適切な注意喚起を通じた感染拡大の

防止や、拡大防止による外来医療体制の維持にとりましても重要と考えております。 

 

○ 本県では、新型コロナ対応の週次調査入力は令和６年３月末日で終了したところで

はございますが、今般、上記の主旨に鑑み、診療・検査医療機関の指定を受けていた

皆様に週次調査への御協力をお願いしたいと考えております。 

 

○ つきましては、診療・検査医療機関の指定を受けていた医療機関におかれまして

は、G-MISを通じた週次調査への御協力につきまして、特段の御配慮を賜りますようお

願いいたします。 

 なお、G-MISの操作方法につきましては、別紙資料を御参照ください。 

 

 

                    担 当：保健医療部感染症対策課企画担当 

                    電 話：０４８－８３０－７５０３ 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0710/hpsearch.html
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令和６年７月 埼玉県保健医療部感染症対策課 

 
１ Ｇ－ＭＩＳとは ････････････････････････････････････････････ １ 
 
２ ＩＤとパスワードについて  ････････････････････････････････ ２ 
 
３ ログイン方法 ･･････････････････････････････････････････････ ３ 
 
４ 週次調査の入力方法 ････････････････････････････････････････ ５ 
 

  Ｇ－ＭＩＳ（医療機関等情報支援システム（Gathering Medical Information 
System））とは、全国の医療機関の医療提供体制の状況を一元的に把握・支援するため
に、国が運営しているシステムです。 

 
Ｇ－ＭＩＳの機能の一つに、一週間の外来のひっ迫状況について、医療機関に回答い

ただく「週次調査」があります。 
週次調査によって、県は、外来のひっ迫状況をより正確に把握することが可能となっ

ております。 
本調査でいただいた回答は、県民への適時・適切な注意喚起を通じた感染拡大防止対

策を実施するための指標のひとつとして用いられており、外来医療体制の維持を図るた
めの非常に重要な情報となっております。 

 

  

Ｇ－ＭＩＳ 週次調査入力ガイド 

目 次 

１ Ｇ－ＭＩＳとは 

Ｇ－ＭＩＳの制度概要や、詳しい操作方法は以下の厚生労働省のページをご覧ください。 

詳細な操作マニュアルなどが掲載されております。 

 ▶ 医療機関等情報支援システム（G-MIS）（厚生労働省 HP） 

   https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00130.html 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00130.html
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（１）「埼玉県指定 診療・検査医療機関」に指定されていた場合 
 

 埼玉県指定 診療・検査医療機関に指定されていた医療機関については、国からすで
にＧ－ＭＩＳのユーザ名（ＩＤ）が付与されています。 
 埼玉県指定 診療・検査医療機関の指定申請をいただいた際に使用したメールアド
レスあてに、国のＧ－ＭＩＳ事務局からユーザ名（ＩＤ）とパスワードが送られていま
す。 
 
【パスワードが分からない場合】 
 ログイン画面の「パスワードをお忘れですか︖」からパスワードの再発行ができます。 
 ▶ ログイン画面 
   https://www.med-login.mhlw.go.jp/ 
 
【ユーザ名（ＩＤ）が分からない場合】 
 Ｇ－ＭＩＳ事務局へお問合せください。 
 ▶ お問合せ先 
   厚生労働省 Ｇ－ＭＩＳ事務局 
   ０５０－３３５５－８２３０（平日９時〜１７時） 

 

 

（２）令和６年３月３１日までに「埼玉県指定 診療・検査医療機関」に指定され
ていない医療機関の場合 

 
  週次調査の機能はお使いいただけませんので、回答は不要です。 

  

２ ＩＤとパスワードについて 

埼玉県指定 診療・検査医療機関とは・・ 

令和５年度末まで、埼玉県では、新型コロナウイルス感染症などの診療・検査に対応できる診療所等を「埼玉県指

定 診療・検査医療機関」に指定し、公表していました。（指定されるには申請が必要。現在は終了しています） 

 ▶ 令和６年３月末時点で、「埼玉県指定 診療・検査医療機関」に指定されていた医療機関は 

   以下のページの「「発熱等に対応できる医療機関」リスト」に掲載しております。 

   https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00130.html 

https://www.med-login.mhlw.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00130.html
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 下記 URL にアクセスします。 
 https://www.med-login.mhlw.go.jp/ 

 
 ① ユーザ名（ＩＤ）を入力します。 
 ② パスワードを入力します。 
 ③ 「ログイン」ボタンをクリック。次に表示される画面で「Ｇ－ＭＩＳ」ボタンをク

リックすることで、ホーム画面が表示されます。 
 
   【パスワードが分からない場合】 
     ログイン画面の「パスワードをお忘れですか︖」からパスワードの再発行ができます。 
   【ユーザ名（ＩＤ）が分からない場合】 
     Ｇ－ＭＩＳ事務局へお問合せください。 
     ▶ お問合せ先 
       厚生労働省 Ｇ－ＭＩＳ事務局 
       ０５０－３３５５－８２３０（平日９時〜１７時） 

３ ログイン方法 

https://www.med-login.mhlw.go.jp/
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（初回ログイン時の操作について） 

 ① ホーム画面から「ユーザ基礎情報登録」ボタンをクリックすると、編集画面が表示
されます。 

 
 ② 「編集」をクリックし、入力項目「メール」にご自身のメールアドレスを登録して

ください。 
「メール」を変更すると入力したメールアドレスに変更確認メールが配信されます。 
メール本文にあるメール確認 URL へアクセスしてください。 
アクセスするとメール変更が完了します。 

 
 ※今後、厚生労働省 G-MIS 事務局よりお知らせの際は、登録したメールアドレスにメー

ルが配信されます。 
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毎週土曜日から水曜日の間に、前週月曜日〜金曜日の外来ひっ迫状況について、以下の
手順でご入力をお願いします。 

 
 ① ホーム画面で週次調査のボタンをクリックします。 

 
 ② 「記入日」をクリックして並び替え、最新の日付のタイトルをクリックします。 

５ 週次調査の入力方法 

② 
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 ③ 「外来ひっ迫状況」の欄に表示されているえんぴつのマーク（✎）を 
   クリックします。 
 ④ 「外来ひっ迫状況」の欄を入力（プルダウンから選択）します。 

 
 ⑤ 入力が終わったら、画面下部の「保存」ボタンをクリックします。 
 ⑥ 「回答状況」が「未回答」から「回答済み」になれば終了です。 
   ご回答いただき、ありがとうございました。 

 

＜回答項目の説明＞ 

 ■新型コロナウイルス感染症の疑いのある外来患者への診療・検査の状況 

  ⇒「ひっ迫している」or「ひっ迫していない」 

「記入日」（週次調査の回答期限（毎週水曜日））の前週月曜日～金曜日において、診療

枠の関係で、当日中の来院を断っているかどうかを目安に、ひっ迫が生じていたかにつ

いてご回答下さい。 

 ■電話対応状況 

  ⇒「支障あり」or「支障なし」 

 「記入日」の前週月曜日～金曜日において、患者からの架電が繋がりにくい事態が生じ

ていたかについてご回答下さい。 

 ■受付・受診待ちによる行列等発生状況 

  ⇒「発生あり」or「発生なし」 

 「記入日」の前週月曜日～金曜日において、外来患者が窓口に殺到し、行列ができる等

の事態が生じていたかについてご回答下さい。 

「記入日」は、週次調査の回答期限（毎週水曜日）のこと

を指しています。 

⑥ 

③ 

次ページの画面へ遷移 
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←入力不要 

↑④入力 

⑤ 


